
九
月
例
会
平
成
十
五
年
九
月
二
十
七
日
（
土
）

鶴
見
大
学
歯
学
部
三
号
館
二
階
三
’
四
講
堂

肥
一
、
西
南
戦
役
と
神
奈
川
県
下
の
官
修
墓
地

Ｏ

中
西
淳
朗
、
松
本
龍
二

２蝪
一
、
漢
方
製
剤
の
医
史
学
補
遺

第
菊
谷
豊
彦

蜷
一
、
コ
レ
ラ
に
対
す
る
禁
忌
食
品
の
時
代
的
変
遷

第
佐
分
利
保
雄

誌
一
、
『
ペ
ス
ト
残
影
」
発
行
後
の
後
日
談

雑

滝
上
正

学睦
十
月
例
会
平
成
十
五
年
十
月
二
十
五
日
（
土
）

本
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
八
番
教
室

日
一
、
本
間
玄
調
（
棗
軒
）
に
つ
い
て

荒
井
保
男

一
、
中
神
琴
渓
引
害
孜

舘
野
正
美

十
一
月
例
会
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
八
番
教
室

９錨
一
、
九
州
大
学
医
学
部
所
蔵
人
体
解
剖
模
型
に
つ
い
て
・
続
報

「
側
劃
詞
録

夫
詫
夫
記
事
夫
夫
儒
滞
弗
悲
＊
滞
夫
＊
滞
劣
溌
劣
夫
茨
劣
夫
溌

「
剖
釧
会
抄
録

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
年
）
、
医
学
館
に
お
い
て
医
学
の
考
試
が
実
施

さ
れ
た
。
そ
の
記
録
が
、
「
寛
政
甲
寅
考
試
書
類
」
と
題
し
て
京
都
大
学

医
学
部
図
書
館
富
士
川
文
庫
に
現
存
す
る
。

「
寛
政
甲
寅
考
試
書
類
」
は
「
寛
政
甲
寅
考
試
口
問
主
意
害
」
（
以
下

「
口
問
主
意
言
」
）
、
「
筧
政
甲
寅
考
試
問
答
一
件
調
書
」
は
（
以
下
「
問

答
一
件
調
書
」
）
、
「
寛
政
甲
寅
考
試
医
案
方
付
留
記
」
（
以
下
「
医
案
方

付
留
記
」
）
の
三
部
に
分
か
れ
て
い
る
。

考
試
を
受
け
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
者
は
、
寄
合
・
小
普
請
の
若
い
官

医
の
子
弟
達
で
あ
っ
た
。
大
田
南
畝
の
「
街
談
録
」
に
よ
れ
ば
、
寛
政

六
年
の
受
験
者
は
医
学
館
へ
の
出
席
が
悪
か
っ
た
者
達
で
あ
る
と
い

シ
フ
Ｏ

試
験
科
目
は
本
科
・
小
児
科
・
外
科
・
口
科
に
分
か
れ
、
受
験
生
は

医
学
館
に
お
け
る
医
学
考
試
に
つ
い
て

ｌ
そ
の
製
作
場
所
・
製
作
者
に
つ
い
て

月
澤
美
代
子

呉
秀
三
・
樫
田
五
郎
『
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
實
況
及
ビ
其
統
計

的
観
察
』
精
読

屏
出

橋
本

郎
明



日本医史学雑誌第49巻第4号(2003) 670

そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
家
業
の
専
門
に
従
っ
て
受
験
し
て
い
る
。
各
科
の
受

験
者
数
は
本
科
十
名
・
小
児
科
六
名
・
外
科
四
名
・
口
科
二
名
で
あ
っ

た
。「

、
側
主
意
書
」

各
科
の
問
題
と
そ
の
解
答
は
す
べ
て
「
口
問
主
意
害
」
に
明
記
し
て

あ
る
。
「
口
問
主
意
言
」
は
、
い
わ
ば
模
範
解
答
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
問
題
の
数
は
、
本
科
が
十
問
・
小
児
科
十
二
問
・
外
科
九
問
・
口

科
五
問
で
、
受
験
者
一
人
に
つ
き
五
問
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て

の
問
題
は
原
著
（
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
四
十
八
巻
第
一
号
、
第
二
号
）

に
記
し
て
い
る
が
、
例
会
で
は
各
科
の
第
一
間
を
述
べ
る
に
留
め
た
。

指
導
医
は
、
多
紀
元
恵
、
多
紀
元
簡
、
山
本
宗
英
、
吉
田
快
庵
、
桂

川
甫
周
、
山
崎
宗
運
で
あ
っ
た
。

「
冊
霄
一
件
調
書
」
に
お
け
る
問
題
と
成
績

「
問
答
一
件
調
書
」
は
「
口
問
主
意
害
」
の
中
か
ら
約
五
問
を
選
び
、

受
験
者
に
諮
問
し
て
口
頭
で
解
答
さ
せ
、
そ
の
答
に
対
し
て
品
評
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。

本
科Ⅲ

題
①
「
人
参
敗
毒
散
・
参
蘇
飲
・
蕾
香
正
気
散
、
右
三
方
は
感

冒
に
用
候
薬
二
候
。
夫
々
用
方
如
何
差
別
相
心
得
罷
在
候
哉
之
事
」

熊
谷
癖
庵
表
御
番
医
師
の
答
。
○
（
○
は
合
格
、
●
は
不
合
格
）

「
敗
毒
散
は
一
身
の
痛
を
見
当
に
用
ひ
、
邪
毒
を
敗
る
心
に
て
御
座

候
。
蕾
香
正
気
散
ハ
内
傷
に
外
感
を
兼
候
に
用
申
候
。
参
蘇
飲
は
疾
気

を
利
候
を
目
当
に
用
申
候
」

品
評
。
「
三
方
用
法
之
答
宜
候
」

久
保
玄
長
寄
合
医
師
の
答
。
●

「
三
方
の
方
意
、
得
て
相
心
得
不
申
候
。
但
し
一
通
り
の
風
邪
軽
き

証
に
ハ
参
蘇
飲
、
重
き
証
に
ハ
敗
毒
散
、
食
事
給
兼
候
二
は
人
参
敗
毒

散
、
熱
内
に
伏
て
不
発
さ
る
ハ
蕾
香
正
気
散
と
相
心
得
申
候
」

品
評
。
「
三
方
は
、
今
日
手
近
き
方
剤
に
候
処
、
得
て
相
心
得
不
申
候

と
の
答
は
、
定
而
、
玄
長
家
に
て
ハ
相
用
不
申
事
故
二
も
候
哉
。
答
の

趣
相
当
不
仕
候
」

小
児
科

問
題
①
「
小
児
生
下
、
稟
受
厚
薄
に
依
て
用
薬
差
別
大
概
如
何
相

心
得
候
哉
之
事
」
以
下
略
す
。

外
科問

題
①
「
擁
疽
辨
別
之
事
」
以
下
略
す
。

－
１

ｆ
《
不問

題
①
「
喉
揮
乳
蛾
差
別
如
何
之
事
」
以
下
略
す
。

「
隊
案
方
付
留
記
」
に
お
け
る
設
川
・
成
紙
並
び
に
評
価

「
医
案
方
付
留
記
」
は
、
医
学
館
を
訪
れ
た
患
者
に
つ
い
て
、
そ
の

病
状
を
述
べ
、
そ
れ
に
対
す
る
医
案
と
方
を
受
験
者
各
自
に
筆
録
さ
せ

て
解
答
と
し
、
其
の
解
答
に
批
評
を
加
え
た
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

本
道
・
小
児
科
・
口
科
を
略
し
、
外
科
の
み
記
述
す
る
。

外
科問

題
①
婦
人
、
年
五
十
余
、
稟
賦
虚
弱
、
四
五
年
前
よ
り
左
半
身

麻
痒
を
覚
へ
時
々
面
部
に
浮
気
あ
り
。
当
五
月
、
左
の
耳
後
に
瘡
を
発

し
、
瘤
痛
甚
し
く
腫
っ
よ
く
、
左
の
眼
腫
ふ
さ
か
り
、
瘡
の
上
に
頭
発

の
こ
と
く
小
瘡
を
発
し
、
膿
を
も
ち
、
一
躰
む
れ
、
甚
硬
く
、
少
し
按
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し
候
と
も
殊
之
外
痛
強
し
、
後
潰
破
し
て
腐
肉
指
頭
の
如
き
も
の
三
四

塊
出
口
。
脈
中
に
得
て
細
数
力
有
り
。

右
病
人
は
医
学
館
に
て
被
下
御
薬
種
を
以
っ
て
療
治
、
左
之
通
御
座

候
。

医
案
耳
後
発
軽
症
積
、
想
在
心
謀
盧
不
快
、
火
旺
し
て
欝
し
此
症

を
発
候
。
処
方

初
托
裏
消
毒
飲

後
十
全
大
補
湯

膏
薬
初
デ
キ
ス
デ
イ
ビ
止
痛
化
膿

後
ア
ボ
ス
ト
ロ
ー
ル
ム

ハ
ヂ
リ
コ
ム
合
方
去
癖
脱
腐
生
肌

右
の
薬
に
て
内
外
兼
治
仕
全
快
仕
候
。

処
方
療
治
野
間
玄
琢

外
治
丸
山
昌
貞

相
談
山
本
宗
英

考
試
に
付
右
病
人
に
医
案
方
付
為
仕
候
。

村
山
玄
格
答
。

案
左
半
身
麻
揮
は
癌
血
に
因
り
申
候
哉
と
奉
存
候
。
耳
後
の
腫
物

も
癌
血
上
昇
に
て
発
し
申
候
哉
と
奉
存
候
。

蒸
薬
家
方
主
治
流
血
消
散
。
膏
薬
隻
玉
膏
眞
蛇
膏

右
合
方
主
治
去
擁
腐
生
新
肉
。

批
評
。
「
右
の
症
、
擁
血
と
は
難
申
候
。
且
、
擁
血
上
昇
よ
り
發
候
と

て
己
に
結
腫
膿
を
な
し
候
に
、
癌
血
消
散
の
蒸
薬
ハ
相
当
不
仕
候
。
膿

を
な
し
候
上
は
温
薬
に
て
化
膿
を
助
け
、
潰
膿
仕
候
へ
ば
結
聚
仕
候
。

毒
は
何
の
毒
に
て
も
膿
に
化
し
出
去
り
申
候
。
膿
を
成
候
う
へ
、
消
散

の
薬
用
候
ハ
逆
治
に
て
御
座
候
。
膏
薬
は
先
大
抵
に
相
聞
候
」

考
試
の
成
績
と
受
験
生
の
そ
の
後

二
十
二
人
の
受
験
生
の
う
ち
、
成
績
の
良
か
っ
た
五
人
の
う
ち
二
人

ま
で
、
短
期
間
の
内
に
奥
医
師
に
出
世
を
し
、
他
の
二
人
も
翌
年
に
は

番
医
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
成
績
の
悪
か
っ
た
七
人
は
、

そ
の
後
消
息
も
分
か
ら
ず
、
證
責
を
受
け
た
者
も
有
り
、
昇
進
し
た
者

は
一
人
も
い
な
い
。
上
記
の
結
果
を
見
れ
ば
、
こ
の
時
代
、
官
位
の
細

捗
が
意
外
に
公
平
に
、
本
人
の
実
力
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

考
察
並
び
に
結
語

松
平
定
信
は
、
医
術
の
世
界
は
特
別
の
世
界
で
あ
る
か
ら
、
片
時
も

出
精
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
と
何
度
も
通
達
を
出
し
て
い
る
。
医
学
医
術

に
対
し
て
同
様
に
厳
し
い
倫
理
観
と
使
命
感
を
抱
い
て
い
た
の
が
多
紀

家
で
あ
っ
て
、
こ
の
両
者
の
協
力
に
よ
っ
て
医
学
館
が
成
立
し
、
そ
の

結
果
、
こ
の
時
代
の
医
学
が
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

医
学
館
に
お
け
る
医
学
考
試
は
、
官
医
の
学
術
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、

彼
等
の
細
捗
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

医
学
館
の
教
育
方
針
は
、
何
よ
り
も
古
典
を
重
ん
じ
、
古
典
を
深
く

理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
・
術
共
に
相
備
わ
る
医
師
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
医
学
館
の
全
時
代
を
通
じ
て
変
わ

ら
ぬ
基
本
方
針
で
あ
っ
た
。

医
学
館
の
教
育
に
つ
い
て
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
蘭
学
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
外
科
に
お
い
て
は
西
洋
の
膏
薬
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を
積
極
的
に
用
い
、
考
試
の
席
に
は
漢
籍
と
共
に
蘭
書
が
用
意
さ
れ
て

い
た
。
漢
方
を
固
守
し
て
無
批
判
に
蘭
学
を
排
除
す
る
と
い
う
よ
う
な

態
度
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
平
成
十
五
年
六
月
例
会
）

西
南
戦
役
が
終
っ
て
百
二
十
五
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
官
軍
方
の

記
録
、
な
か
ん
ず
く
旧
士
族
を
中
心
と
し
た
臨
時
巡
査
を
主
力
と
す
る

新
撰
旅
団
に
つ
い
て
の
記
録
は
誠
に
少
な
い
。
極
言
す
れ
ば
、
初
戦
よ

り
終
戦
ま
で
の
一
貫
し
た
召
募
巡
査
の
従
軍
記
録
が
な
い
こ
と
が
、
新

撰
旅
団
の
足
跡
を
不
透
明
に
し
て
い
る
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

横
浜
市
西
区
久
保
山
共
葬
墓
地
の
第
九
区
に
、
西
南
戦
役
で
死
没
し

た
巡
査
の
墓
が
五
墓
あ
る
。
地
震
や
空
襲
で
破
損
が
激
し
く
氏
名
の
明

確
で
な
い
墓
が
三
墓
あ
り
管
理
事
務
所
で
も
不
明
と
言
っ
て
い
る
。

神
奈
川
県
史
料
に
よ
る
と
、
県
下
で
は
旧
小
田
原
藩
士
に
向
け
て
新

撰
旅
団
へ
の
召
募
が
行
な
わ
れ
た
が
、
三
十
名
ほ
ど
の
応
募
し
か
な
く
、

農
民
、
商
人
に
も
召
募
を
す
す
め
て
や
っ
と
九
十
名
が
集
ま
っ
た
。
そ

こ
で
明
治
十
年
五
月
末
に
五
十
一
人
を
戦
地
に
送
り
こ
ん
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

そ
の
中
で
死
亡
し
た
る
者
は
五
名
で
、
出
身
地
は
県
史
料
に
よ
れ
ば

横
浜
、
八
王
寺
（
当
時
は
神
奈
川
県
）
、
三
浦
半
島
、
足
柄
上
・
下
郡
と

西
南
戦
役
と
神
奈
川
県
下
の
官
修
墓
地

中
西
淳
朗
、
松
本
龍
二

な
っ
て
い
る
。

久
保
山
官
修
墓
地
の
五
墓
の
墓
碑
か
ら
の
推
定
で
は
、
十
月
下
旬
に

入
っ
て
か
ら
の
死
亡
と
考
え
ら
れ
た
。
即
ち
、
城
山
陥
落
は
九
月
二
十

四
日
で
あ
る
の
で
、
城
山
攻
防
戦
に
よ
る
死
亡
で
は
な
い
。
多
分
、
鹿

児
島
引
揚
中
、
船
内
で
腸
管
急
性
伝
染
病
に
罹
患
し
、
大
阪
臨
時
陸
軍

病
院
に
入
院
し
た
が
、
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
軍

第
二
旅
団
付
属
軍
医
の
手
塚
良
仙
の
経
過
（
鹿
児
島
市
内
で
赤
痢
に
罹

患
し
、
大
阪
へ
送
ら
れ
て
死
亡
）
と
同
様
の
戦
病
死
で
あ
る
。

当
時
の
政
府
は
、
は
じ
め
て
の
大
き
な
内
戦
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

慰
霊
と
い
う
行
為
を
招
魂
社
で
行
っ
た
。
そ
の
対
象
者
は
、
軍
籍
の
有

無
を
問
わ
ず
戦
地
で
銃
弾
、
刀
剣
に
て
死
亡
し
た
者
に
限
っ
た
。
従
っ

て
伝
染
病
な
ど
の
平
病
に
よ
る
死
亡
者
の
招
魂
社
祭
祀
は
行
な
わ
な

か
っ
た
。
（
明
治
三
十
一
年
九
月
の
陸
軍
省
告
示
で
特
旨
を
も
っ
て
合
祀

と
な
る
）
・

明
治
十
年
頃
は
戸
籍
の
は
っ
き
り
し
な
い
者
も
多
く
、
本
籍
地
が
わ

か
っ
て
い
て
も
遺
骨
の
引
き
取
り
手
の
な
い
戦
病
死
者
が
多
く
い
た
。

こ
の
様
な
情
況
で
あ
っ
た
の
で
、
政
府
が
墓
碑
を
造
成
し
祭
祀
を
実
施

す
る
特
別
の
墓
地
を
、
無
籍
に
近
い
死
者
の
た
め
官
修
墓
地
と
名
づ
け

て
提
供
し
た
（
昭
和
五
十
六
年
以
降
は
祭
祀
を
地
方
自
治
体
が
行
う
よ

う
に
法
改
訂
さ
れ
た
）
。
県
下
の
そ
の
一
が
久
保
山
共
葬
墓
地
第
九
区

に
あ
る
の
で
あ
る
。

共
同
演
者
の
松
本
龍
二
は
、
平
成
十
四
年
、
横
須
賀
市
追
浜
地
区
の

鉈
切
山
に
も
官
修
墓
地
が
あ
る
こ
と
に
気
附
い
て
探
訪
す
る
と
共
に
、

文
献
の
発
掘
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
墓
地
は
新
撰
旅
団
の
面
々


